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す る米沢氏達の最近の計算機実験の仕事が紹介され, disorder(diagonalまたは off-dia-









以上, 3人の方々のお話はどれ も有益で興味深いものであった ｡ 欲を言えば, もう少
し余裕があって,将来の見込みや問題点なども含めて充分な質疑応答がなされることが
望まれた｡最後に所長さんも言われたことではあるが, 5年経っと学問 も可成 りの進歩
と変化とがあり得る｡ 次の基研 3∩周年の頃には,これらの学問の分野 もどれ程の進歩
をとげているか楽 しみである｡
基 研 二 十 五 年
京大基研 長 岡 洋 介
今年で基礎物理学研究所は創立 25年 になる｡ それを記念 して, 11月はじめに式典
やシンポジウム,公開講演会等が行れた｡これらの記念行事 もシンポジウム記録の刊行
を残 して一段落した｡
25年 というのは長いか,短いか? 9月に来所された F.Bloch教授に,基研 は今年
















以後現在まで任期制 (教授 ･助教授は5±2年,助手は3±1.5年 )にしたがって交代





































nonlinearに現れ るだろう｡これが中にいるものの差し当りの煩 いである｡部門増, と
くに人員増は非常に困難なのが現状であるが, ｢統計物理｣ 部門の増設がもしかすると
実現するか も知れぬという情勢でもあると聞いている｡
創立25年 を迎 えて,基研としては研究所 としての新しい方向を求めて,いろいろ議
論しているところである.その一つ として,国際的な研究センターとしての役割の強化
ということがあげられている.今年の9月,一種の国際的な夏の学校として素粒子物理
の KyotoSummerlnstitute (略称KSI)が基研の主催で開かれた｡このKSIをこれ
から毎年やっていこうと現在考えてお り,来年は物性について開くことを検討している｡
このような活動を進めながら, 共同利用研というものの役割を考え直 し,進むべき道を
選択しなければならない時期に,基研はさしかかっているのだと思う｡ ( 1978.ll)
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